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Ａ問題 

 

問題１ 登録ダクト基幹技能者の能力に関する次の記述のうち、最も不適当なものは

どれか。  

 

（１）  工事の実情に即した作業手順書を作成する能力  

（２）  積算に関する知識と実行予算の管理能力  

（３）  現場の変更に対応した施工図を作成する能力  

（４）  的確な分析力と判断力を有し、客観的な観点から最良の結論を導く能力  

 

問題２ 管工事の主任技術者の資格要件に関する次の記述のうち、最も適当なものは

どれか。 

 

（１）  ダクト施工の実務経験が 10 年あり、そのうち職長としての実務経験が２年あ

る。 

（２）  ２級建築板金技能士（ダクト板金作業）を有し、実務経験が２年ある。 

（３）  ２級管工事施工管理技士補の資格を有し、実務経験が３年ある。 

（４）  高等学校の指定学科を卒業後、ダクト施工の実務経験が３年ある。 

 

問題３ 資材管理計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）  資材不足とならないよう、まだ予定のない資材を現場在庫した。 

（２）  加工材料は、設計図より部材図を作成し発注した。 

（３）  施工の進捗度に応じて、資材の予定量と実績値の比較を行った。 

（４）  在庫のない特殊機材は、入場前におおよその数量で発注依頼した。 

 

問題４ 仮設計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  仮設分電盤は、取付高さを床上から 1.2ｍとした。 

（２）  作業床高が５ｍ以上の足場やローリングタワーの組立て・解体には、作業

指揮者の資格が必要である。 

（３）  持ち込み電動工具は、アース付きか二重絶縁のものを使用する。 

（４）  仮設分電盤は、使用前、使用中のチェックを行う事とした。 
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問題５ 産業廃棄物に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  産業廃棄物処理で発行されたマニフェストは、５年間保管する必要がある。 

（２）  産業廃棄物処理計画に関する担当者の教育、下請け業者に対する周知徹底と指

導は、収集運搬業者が行う。 

（３）  建設工事における排出事業者責任は、元請にある。 

（４）  排出事業者が、自ら産業廃棄物を運搬する時は、都道府県知事許可を必要とし

ない。 

 

問題６ 工程管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  工事の進捗状況に不具合が出たので、工程の組み直しなどの是正措置をとった。  

（２）  工期が長くなると間接費が高くなり、総費用も高くなる。  

（３）  ネットワーク工程表を活用することにより、各班の作業の関連を明確にできる。  

（４）  工期を短縮すると、仮設材のレンタル費が安くなり、全工事費用も安くなる。  

 

問題７ 下記ネットワーク工程表に関する次の文章中、    に入る語句の組合せと

して最も適当なものはどれか。 

 

 

この工程表のクリティカルパスの所要日数は  （イ） であり、作業工程②→

④→⑥における余裕(フロート)は （ロ） となる。 

 

 （イ）  （ロ） 

（１）  ２１日   ２日 

（２）  ２１日   ３日 

（３）  ２４日   ２日 

（４）  ２４日   ３日 

 

 

 

 

① ②

③

④

⑤ ⑥ ⑦

A作業 B作業 C作業

F作業D作業

5日 9日 4日

4日 7日 3日

E作業
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問題８ 工程打合せに関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  工程打合せで不適切な点があっても元請の指示に従うことが大切である。  

（２）  工程打合せに基づき指示した事項について、実施状況を確認し、遅れている場

合には措置を講じる必要がある。  

（３）  職長は、担当する工事・作業等について、予測される施工上の問題点の把握

や、対策の提案など、作業員へ任せることも大切である。  

（４）  周知された作業手順や工程であっても、実施してみて不具合が生じた場合は、

作業者の判断により修正しながら作業を行う必要がある。  

 

問題９ 品質管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  発注者の指図が不適当であると知りながら施工して、欠陥が生じた場合は施工

者の責任が問われる。 

（２）  品質管理を考えるときは、コスト、工程・工期、仕事の量、安全、環境など、

全ての管理を考えることが重要である。 

（３）  品質のＩＳＯ１４０００シリーズは、日常業務との整合が求められたことによ

り顧客満足度の向上をもたらす為の規格へ進化している。 

（４）  品質管理を効果的に実施するためには、企業の関係者全員の参加と協力が必要

である。 

 

問題 10 品質管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

  

（１）  自分の経験に頼って仕事をすると、仕様違いなどで手戻りのリスクがあるた

め、新しい物件を担当する時は必ず現場特有の仕様を確認する。 

（２）  層別とは、原因または結果を層（似た者同士、あるいは範囲でくくった項目）

に分けることをいう。 

（３）  発注者から支給された材料が、不適当であることを知らずに施工した場合で 

も、生じた不適合は施工者が責任を問われる。 

（４）  品質に関する妥協を排除する姿勢は、結果として周りの者の信頼を得、現場を

うまく納めるために重要な要素となる。 
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問題 11 資材管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  資材の飛散防止などに使用するのはロープやネットである。 

（２）  資材の置場は、荷降しに便利かつ、移動の少ない場所を選ぶ。 

（３）  資材は使う時期を考慮し、早めに搬入する。 

（４）  資材の搬入時は、仮置き場を考慮する。 

 

問題 12 資材の輸送計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  運搬上支障のないようにするために、輸送ルート、荷物の数量・重量および形

状や寸法などを調べる。 

（２）  揚重機器の荷重制限、寸法制限を把握し、資材の大きさ、重量、数量等から荷

姿、梱包方法を検討する。 

（３）  建築および他業者との揚重の週間工程表を作成し、都度再確認する。 

（４）  資材の保管場所は、作業場所に近く、取り出しやすい場所を自ら決定する。 

 

問題 13 積算と原価管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  ダクトの施工時期に応じた搬入計画を立案することは、小運搬や取付費等の費

用削減につながる。 

（２）  直接工事費は、目的物を作るための直接必要な費用なので、現場管理費や共通

仮設費は含まない。 

（３）  高温の室内環境下で扇風機や空調服等を手配し、作業環境を改善して作業効率

を上げても、施工費の削減にはつながらない。 

（４）  工事原価には、材料費・機器償却費・現場管理費等が含まれる。 

 

問題 14 ＶＥに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  ＶＥ提案は、必要とされる全ての機能を確保しなければならない。 

（２）  ＶＥ提案は、施工者にとって価値向上となる提案でなければならない。 

（３）  ＶＥ検討でより大きな効果が期待できるのは、施工段階よりも着工前である。 

（４）  ＶＥは、価値（Ｖ）向上を目指すものであり、機能（Ｆ）とコスト（Ｃ）の関

係は、Ｖ＝Ｆ／Ｃとなる。 
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問題 15 統括安全衛生責任者の職務に関する次の記述のうち、最も不適当なものはど

れか。 

 

（１）  避難等の訓練の実施方法を統一する。 

（２）  安全に関する協議会を設置し運営する。 

（３）  元方安全衛生管理者への指揮・指導をする。 

（４）  各専門工事業者の安全衛生責任者を選任する。 

 

問題 16 リスクアセスメントに関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  リスクアセスメントは、毎日の作業開始前に危険予知活動として行われる。 

（２）  リスクアセスメントは、各現場で統一して適用する項目にて作成する。 

（３）  リスクアセスメントは、災害発生リスクの高い順に対策を講じて進める。 

（４）  リスクアセスメントは、安全衛生責任者のみが行うことができる。 

 

問題 17 安全パトロールに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  パトロール中に他社の不安全行動を目撃したので、他社の管理ではあるが指導

し改善を促した。 

（２）  登録ダクト基幹技能者がパトロールを行うことによって、部下との信頼関係が

期待できる。 

（３）  作業を安全かつ効率良いものへと改善するには、パトロールを月１回行う事が

望ましい。 

（４）  パトロールは、現場に即した実効ある安全衛生管理・作業管理が期待できる。 

 

問題 18 ダクトに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  共板工法に用いるガスケットは、厚さ５ｍｍ以上のものを使用する。  

（２）  補強リブ（ひも出し）は、ダクトの板振動を抑えるために入れる。 

（３）  厨房排気系統に用いる防火ダンパ（ＦＤ）のヒューズ温度は、１２０℃のもの

を使用する。 

（４）  排煙用ダクトに用いるガスケットは、クロロプレンゴムを使用する。  
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問題 19 内開きの点検口の取付け箇所として次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  給気チャンバ 

（２）  外気取り入れチャンバ 

（３）  還気チャンバ 

（４）  吸込口チャンバ 

 

問題 20 環境負荷の低減に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  環境負荷の低減とは、二酸化炭素の排出を減らすことである。 

（２）  環境負荷の少ない材料(エコマテリアル)とは、リサイクルが容易な材料ではな

く資源の枯渇防止に配慮した材料である。 

（３）  周辺環境への配慮とは、緑化率を高め地域生態系の保護育成や大気・水質・土

壌などの汚染防止に努めることである。 

（４）  建物の長寿命化とは、保守点検・将来用設備更新スペースを確保することより

も、ライフサイクルコスト(LCC)に優位な材料を使用することである。 

 

問題 21 材料と工法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  雨のかかる屋外、海岸近辺、プールでの塩素対応、浴室排気など厳しい環境で

は、ステンレス(SUS304)を使用する必要がある。 

（２）  製品や工法のリスクや性能・価格・施工性など総合的判断の上、材料や工法の

採用を検討する必要がある。 

（３）  体積を低減できたので、運搬費と現場内仮置き場所の低減ができた。 

（４）  板厚の低減を行う場合は、鉄板そのものに強度を持たせる工夫や、補強方法の

変更・追加をもって対応しなければならない。 

 

問題22 産業廃棄物マニフェスト制度 (電子マニフェストを除く )に関する次の記述のう

ち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  マニフェストには、産業廃棄物の名称・数量・運搬業者等が記載されている。 

（２）  マニフェストとは、工事現場の施工の流れを把握するための管理票のことであ

る。  

（３）  マニフェストの写しの保存期間は２年である。  

（４）  施主は、処分が終了したことを、収集・運搬業者や処分業者から戻ってくるマ

ニフェストの写しによって確認する必要がある。 
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問題 23 ＯＪＴに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  ＯＪＴは、職場の上司が部下の育成のために、日常の仕事を通して継続的、計

画的に行う教育のことである。  

（２）  ＯＪＴは、会社の社員教育の一環ではあるが、全員に同じことを教えることで

はない。  

（３）  ＯＪＴは、仕事に直接関係する実務的教育だが、職場のコミュニケーションの

活性化には繋がらない。  

（４）  ＯＪＴは、職場の知識や技能等の伝承に効果的である。  

 

問題 24 ＯＪＴの指導方法に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）  リーダーは、部下の能力よりも仕事の割当てを優先して、目標を定める事が必

要である。  

（２）  リーダーは、部下一人ひとりの育成に必要な点を明確に示すことが重要である。  

（３）  リーダーは、能力啓発への動機付けよりも部下の指導教育が重要である。  

（４）  リーダーは、部下がやったことに対してほめる必要はなく、失敗したら叱るこ

とが重要である。  

 

問題 25 ＯＪＴの指導方法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  リーダーは、部下の能力を把握し、経験や長所・短所を見極める必要がある。  

（２）  リーダーは、部下の能力よりやや高い教育目標を、具体的・明確に設定する必

要がある。  

（３）  リーダーは、部下にやるべきことを指示し、行わせた後に評価することが重要

である。  

（４）  リーダーは、部下に対して思いつきだけで、教えるべきではない。  
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問題26 建設業法に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

 

（１）  公共工事において、建設業者は、正当な理由があればその請け負った建設工事

を一括して他人に請け負わせることができる。 

（２）  監理技術者補佐（１級技士補等）を当該工事現場に専任で置くときは、監理技

術者は３つまで工事現場を兼任することができる。 

（３）  元請業者の主任技術者が、下請負業者の主任技術者の職務を行うことが可能で

ある場合、工事種別に関わりなく下請負業者の主任技術者の設置を省略するこ

とができる。 

（４）  公共工事では、建設業者は、請負金額4,000万円以上（建築一式工事では8,000

万円以上）となる工事現場においては、専任の技術者を置かなければならな

い。 

 

問題27 労働安全衛生法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

 

（１）  作業床高さが４メートルの作業で、10メートル以上の能力の高所作業車を運転

する場合、運転者は技能講習の修了が必要である。 

（２）  事業者は、労働者にピット内で作業を行わせる場合は、空気中の酸素濃度を  

18％以上に保つ換気をする必要がある。 

（３）  吊り上げ荷重が 0.5 トン以上１トン未満のクレーンの玉掛けの業務について

は、技能講習修了者でなければ当該業務に就くことができない。 

（４）  事業者は、100人以上の事業場（店社）ごとに、総括安全衛生管理者を選任す

る必要がある。 
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問題28 建築基準法に基づく排煙設備の設置（施行令１２６条の２）に関する次の文

章中、   に入る語句の組み合わせとして正しいものはどれか。 

 

法別表第一（い）欄（一）項から（四）項までに掲げる用途に供する特殊建築

物で延べ面積が500平方メートルを超えるもの、階数が  （イ） 以上で延べ

面積が500平方メートルを超える建築物（建築物の高さが31メートル以下の部

分にある居室で、床面積100平方メートル以内ごとに、間仕切壁、天井面から    

（（ロ） センチメートル以上下方に突出した垂れ壁その他これらと同等以上

に煙の流動を妨げる効力のあるもので  （ハ） で造り、又は覆われたもの

（以下防煙壁という）によって区画されたものを除く。）には、排煙設備を設

けなければならない。 

 

    （イ）    （ロ）    （ハ） 

（１）  ３     ８０    難燃材料 

（２）  ５     ８０    不燃材料 

（３）  ３     ５０    不燃材料 

（４）  ５     ５０    難燃材料 
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Ｂ問題 

 

問題 あなたが経験したダクト工事において、次の設問について解答用紙に具体的に 

   述べなさい。 

  

１．  実施した現場名を記入しなさい。  

 

 

２．  実施した工夫について  

（１）  実施した工夫を次の中から一つ選び、〇印を記入しなさい。  

 

        ・安全管理上の工夫  

      ・工期短縮の工夫  

    

（２）  なぜその工夫を選んだのか理由を記述しなさい。  

 

 

 

３ .  実施した工夫（選択した項目）の具体的内容と得られた効果について簡潔に  

記述しなさい。  


